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【第 217回国会】令和７年５月 16日（金）、第 15回の委員会が開かれました。 

 

１ 理事の補欠選任 

・理事の補欠選任を行いました。 

理事 奥下剛光君（維新）（理事奥下剛光君去る 14日委員辞任につきその補欠） 

 

２ 国土交通行政の基本施策に関する件 

・中野国土交通大臣、古川国土交通副大臣及び政府参考人に質疑を行いました。 

（質疑者）中谷真一君（自民）、大西洋平君（自民）、尾辻かな子君（立憲）、森山浩行君（立憲）、松田

功君（立憲）、高橋英明君（維新）、西岡秀子君（国民）、たがや亮君（れ新）、堀川あきこ君

（共産） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

中谷真一君（自民） 

 

（１） 日本空港ビルデング社の子会社による利益供与事案に対し国土交通省自身が調査すべきであったと

の指摘及び他の空港にも同様の事案がないか同省が調査すべきとの指摘に対する見解 

（２） 国土交通分野における米国の関税措置の影響及びそれへの対応策 

（３） 国土強靱化実施中期計画への今後の物価及び人件費高騰の反映方法 

（４） トラック運賃の価格転嫁を確実に行うための取組 

（５） リニア中央新幹線の静岡工区の早期着工に向け国土交通省が主導する必要性 

 

大西洋平君（自民） 

 

（１） 高規格堤防事業の重要性及び事業推進への大臣の決意 

（２） 災害関連死を防ぐための避難所の整備への取組 

（３） 2000年の耐震基準に基づく耐震補強を推進するための取組 

 

尾辻かな子君（立憲） 

 

（１） 下水道事業 

ア 汚水管政策への財政支援におけるウォーターＰＰＰの交付要件化 

ａ 様々な官民連携手法がある中でウォーターＰＰＰを交付要件化した理由 

ｂ 交付要件化の方針撤廃の検討の有無 

ｃ 八潮市の道路陥没事故を受け、交付要件化の見直しを有識者会議で検討する必要性 

イ 下水道事業に係る地方公共団体の技術人材や必要な財源の確保への国の取組の必要性 

（２） 予防保全型メンテナンスへの転換により道路施設の長寿命化を実現することの重要性及びそのため

に必要な予算を確保する必要性についての大臣の認識 

（３） バス運転者の確保のための十分な予算の確保及び受験資格特例教習受講に係る経費を補助する必要

性 

（４） まちづくりにおけるジェンダー平等 

ア 「マネル」という言葉についての大臣の認知度 

イ 2022年に国土交通省まちづくり推進課が主催した公務員アーバニストスクールの講師全てが男性

であったとの反省を踏まえた今後の同省の主催するイベントの在り方 
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森山浩行君（立憲） 

 

（１） 日本空港ビルデング株式会社の子会社による利益供与事案 

ア 動機部分を明らかにする調査の必要性 

イ 今国会の会期中にビッグウイング社、アネスト社及び各空港会社の調査結果を報告すべきとの指

摘に対する大臣の見解 

（２） 上下水道問題 

ア 老朽化対策 

ａ 老朽化対策の状況 

ｂ これまでの対策では八潮市の道路陥没事故を防げなかったことについての大臣の見解 

イ ＰＦＡＳ問題 

ａ 日本の水道水に設けられている水質基準値 

ｂ 水道事業者等への管理監督部局を国土交通省に、水質基準決定部局を環境省に分けた水道行政

の組織改編が機能しているかの確認 

ウ 上下水道事業への住民参加などのいわゆる「水の民主主義」についての大臣の見解 

エ 現場の人員不足についての大臣の認識及び今後の対応方針 

オ 水道料金における重点支援地方交付金の活用実態 

カ 上下水道政策の基本的なあり方検討会での料金制度及び財源の見通しに向けた議論の必要性 

（３） 人口減少を踏まえた中長期のインフラの在り方についての大臣の見解 

 

松田功君（立憲） 

 

（１） ヘリコプターを含めた全ての航空機にフライトレコーダーの設置を義務化する必要性 

（２） 視覚障害者の視点を踏まえた電気自動車等に搭載される車両接近通報装置 

ア 車両接近通報装置の音 

ａ 大臣が街中で音を聞いた経験及びその際に感じたこと 

ｂ 静音性の観点からパブリックコメント等において反対意見がある中でも音による対策を導入し

た理由 

ｃ 音の基準 

ｄ 音の統一に向けた自動車メーカーの取組状況及び統一できない理由 

ｅ 音の統一に向けた関係団体等への協力の働きかけを行う必要性 

イ 電動二輪車用の車両接近通報装置 

ａ 電動二輪車には搭載が義務化されていない理由 

ｂ オプションとして搭載できる電動二輪車用の機能及び性能並びに自動車用の基準との相違点 

ｃ 電動キックボードへの装置搭載の必要性及び搭載に向けた議論の有無 

ウ 歩行者の安全確保及び防犯等の観点からナンバープレートを有する車両への装置搭載義務化の必

要性 

エ 音の統一及び電動二輪車への搭載義務化等を日本が先導的に取り組み、世界へ展開することにつ

いての大臣の見解 

 

高橋英明君（維新） 

 

（１） 物流 2024年問題 

ア トラックドライバーの時間外労働の上限規制の適用開始から１年を経た物流の現状及び政府が想

定していた状況となっているかについての大臣の認識 

イ 物流の停滞が発生していないことの確認 
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ウ 自動車運送業に係る特定活動の在留資格を有する外国人の外免切替えの予約の混雑の緩和状況 

エ トラックドライバーの時間外労働の上限規制等により賃上げや値上げに繋がらないという声に対

する見解 

オ 日本郵便が運賃引上げ要求に応じていないとのトラック事業者からの声に対する大臣の所感 

カ 適正運賃 

ａ 標準的運賃と適正運賃の違い 

ｂ 今後は適正運賃という概念が使用されることの確認 

キ 実運送体制管理簿の作成義務化の周知の状況 

（２） 物流 2030年問題 

ア 国土交通省には適正な数まで運送業界を再編することが念頭にあるかの確認 

イ トラックドライバーがより稼げるようになるための具体策 

ウ 運送業界の再編により荷主と運送会社の立場を逆転させて運賃を引き上げるという方法を考える

必要性 

（３） 高速道路の深夜割引の見直しによりトラックドライバーが荷主から深夜の走行を強いられる懸念に

対する見解 

 

西岡秀子君（国民） 

 

（１） 海上保安能力の機能強化 

ア 海上保安庁において自己都合の離職が増加したことを踏まえた職員数の現状 

イ 自己都合による離職の理由 

ウ 本年５月から多発している尖閣諸島周辺の接続水域における中国海警局所属の船舶の領海侵入の

現状 

エ 海上保安能力向上に向けて体制が十分かについての海上保安庁長官の見解 

オ 海上保安能力の機能強化についての大臣の見解 

（２） 観光産業 

ア 観光人材の育成確保の取組への支援強化の必要性 

イ 需要に結びついていない地方へのインバウンド誘客の取組の方針 

 

たがや亮君（れ新） 

 

（１） 送りつけ商法 

ア 被害防止のため消費者庁と国土交通省を含む他省庁との連携内容 

イ 国土交通省と宅配業者との間における悪質な通信販売事業者の情報共有や被害防止に向けた対策

の内容 

ウ 代引き支払いの際に即時決済を行わず一定の期間は決裁を保留する制度を創設することに対する

消費者庁の見解 

（２） ＮＥＸＣＯ東日本のパーキングエリアにおける点字ブロック 

ア 柱が点字ブロックの延長線上に立っていることの問題点 

イ 建物の工事完了検査の際にも問題視されなかったことの確認 

 

堀川あきこ君（共産） 

 

京都市営地下鉄建設時における地下水への影響についての本年４月２日の本委員会における鉄道局長の答

弁 

ア 井戸の補償実績について京都市から情報提供がないため答えられないとした局長答弁は誤りであ
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り、答弁を撤回し京都市に謝罪する必要性 

イ 鉄道・運輸機構が入手した建設工事の地下水への影響に関する報告書が一部でなく全体であるこ

とを４月２日までに確認しなかった理由 

ウ ずさんな確認による不正確な答弁を行ったことに対する大臣の見解 

 

３ 航空法等の一部を改正する法律案（内閣提出第 55号） 

・中野国土交通大臣から趣旨説明を聴取しました。 

 

 


